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化学一般・拡大中央委員会（12月19日）

生協労連・改憲発議反対宣伝（12月５日）

東部地区協・新春宣伝（１月４日）

研修・学習会などにご利用ください

ろ
ー
れ
ん
フ
ラ
ッ
シ
ュ　12月に大阪市内の地域労連では労基署懇談

が取り組まれました。懇談では「外国人労働
者に向けに各署にポケトークがある」「コロ
ナ感染による労災申請は大阪全体で384件、
その内99件が認定されている」ことなどが報
告されました。

労
働
基
準
監
督
署

と
の
懇
談
　
　
　

　12月９日、大阪労連・民間部会は第30回定
期総会を開催。コロナ禍での2020春闘や秋季
年末闘争を通じたたたかいの教訓や課題を交
流しました。また、2021年春闘に向けた民間
部会独自の取り組みを確認しました。

経
験
と
教
訓
を
交
流
　
　
　

民
間
部
会
第
30
回
定
期
総
会

　12月18日、大阪労連は大阪府に対して「医
療及び介護体制の強化と拡充」や「PCR検
査数を大幅に引き上げ、費用については府が
負担すること」など「新型コロナウイルス対
策に関する第３次緊急要請」を行いました。

大
阪
府
は
コ
ロ
ナ
対
策
の

強
化
を
―
対
府
要
請
　
　

春
闘
勝
利
に
向
け
て

　

化
学
一
般
で
は
、
12
月
19

日
に
拡
大
中
央
委
員
会
を
開

住
民
の
声
を
励
み
に
奮
闘

　

保
健
師
と
し
て
、
問
い
合

わ
せ
対
応
か
ら
検
体
の
採

取
、
濃
厚
接
触
者
・
無
症
状

者
へ
の
対
応
を
行
っ
て
い
ま

す
。
本
来
の
業
務
は
難
病
・

小
児
慢
性
疾
病
児
の
支
援
で

す
が
、
感
染
症
チ
ー
ム
だ
け

で
は
対
応
で
き
な
い
の
で
、

応
援
も
行
っ
て
い
ま
す
。
陽

性
者
と
濃
厚
接
触
者
は
ど
ん

ど
ん
増
え
、
保
健
所
の
電
話

は
常
に
鳴
り
続
け
、
対
応
に

追
わ
れ
、
昼
食
や
休
憩
も
ま

ま
な
ら
な
い
状
態
が
続
い
て

い
ま
す
。
と
く
に
、
感
染
症

チ
ー
ム
の
保
健
師
は
、
自
宅

療
養
者
の
急
変
対
応
も
あ
る

た
め
、
24
時
間
体
制
で
夜
遅

く
ま
で
休
み
な
く
勤
務
し
て

い
ま
す
。
人
員
も
予
算
も
限

界
に
達
し
て
い
ま
す
が
、
保

育
や
介
護
の
現
場
に
感
染
防

止
の
レ
ク
チ
ャ
ー
に
行
き
、

職
員
の
真
剣
な
姿
を
目
の
当

た
り
に
し
た
り
、
住
民
の
方

か
ら
『
あ
り
が
と
う
』『
が

ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
』
と
声

を
か
け
て
も
ら
う
こ
と
が
励

み
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
職

場
環
境
が
職
員
に
与
え
る
影

響
は
と
て
も
大
き
く
、
大
切

な
こ
と
で
す
。

労
働
組
合
が
声
を
上
げ

組
合
員
の
加
入
も

　

労
働
組
合
が
声
を
あ
げ
る

こ
と
が
、
今
ほ
ど
重
要
な
と

き
は
あ
り
ま
せ
ん
。
新
型
感

染
症
は
、
５
年
を
お
か
ず
に

流
行
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
公
衆
衛
生
機
能
、
保
健

所
機
能
の
強
化
が
必
要
で

す
。
今
回
の
コ
ロ
ナ
の
流
行

は
、
そ
れ
を
示
唆
し
て
く
れ

て
い
ま
す
。
感
染
症
発
生
時

の
危
機
管
理
対
策
は
、
発
生

後
に
す
れ
ば
良
い
も
の
で
は

な
く
、
発
生
前
か
ら
の
準

備
、
と
り
わ
け
、
感
染
症
対

策
に
関
わ
る
人
員
体
制
や
予

算
の
充
実
な
く
し
て
、
抜
本

的
な
改
善
は
実
現
不
可
能
で

す
。
私
た
ち
府
職
労
は
、
そ

の
立
場
か
ら
現
場
職
員
と
の

対
話
を
続
け
、
保
健
師
、
保

健
所
職
員
の
資
源
を
力
に
変

え
、
何
と
し
て
も
定
数
増
を

勝
ち
取
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
の

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
オ
ー
ガ
ナ
イ
ジ
ン

グ
の
手
法
に
も
と
づ
き
、
戦

略
作
り
を
し
て
、
役
員
請
負

で
は
な
く
、
当
事
者
で
あ
る

現
場
の
仲
間
が
エ
ン
パ
ワ
ー

メ
ン
ト
で
き
る
よ
う
に
、
現

場
の
声
の
発
信
や
オ
ン
ラ
イ

ン
署
名
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
動

画
の
拡
散
な
ど
を
進
め
て
い

ま
す
。

　

ま
た
同
時
に
、
組
合
加
入

の
呼
び
か
け
も
強
め
、
仲
間

づ
く
り
も
進
め
、
オ
ン
ラ
イ

ン
の
昼
休
み
集
会
で
行
う
中

で
未
加
入
職
員
が
組
合
へ
加

入
し
て
く
れ
ま
し
た
。
引
き

続
き
、
組
織
拡
大
・
強
化
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

催
。
午
前
中
は
民
法
協
の
谷

事
務
局
長
に
よ
る
「
近
時
の

労
働
法
制
の
動
き
と
コ
ロ
ナ

禍
に
お
け
る
労
働
組
合
」
を

テ
ー
マ
に
学
習
会
を
行
い
、

午
後
の
拡
大
中
央
委
員
会
で

は
「
労
働
組
合
の
役
割
を
果

た
そ
う
」「
コ
ロ
ナ
禍
だ
か

ら
こ
そ
命
と
健
康
・
生
活
を

守
る
た
た
か
い
を
前
進
さ
せ

よ
う
」
と
春
闘
方
針
を
決
定

し
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
で
は
、
12
月

５
日
に
春
闘
討
論
集
会
を
開

催
し
、。
春
闘
パ
ン
フ
を
使

っ
て
「
コ
ロ
ナ
に
負
け
い
な

い
春
闘
の
構
え
を
つ
く
ろ

う
」
と
中
央
本
部
の
三
木
委

員
長
を
講
師
に
学
習
会
を
行

い
ま
し
た
。

憲
法
改
悪
を
許
さ
な
い

　

憲
法
改
悪
を
許
さ
な
い
取

り
組
み
で
は
、
12
月
５
日
に

生
協
労
連
（
京
橋
）
と
建
交

労
（
天
王
寺
）
が
そ
れ
ぞ
れ

宣
伝
行
動
を
取
り
組
み
ま
し

た
。
宣
伝
で
は
「
平
和
憲
法

を
守
ろ
う
」「
改
憲
よ
り
コ

ロ
ナ
対
策
を
」
な
ど
と
訴
え

ま
し
た
。「
二
度
と
戦
争
を

や
っ
た
ら
ア
カ
ン
！
頑
張
っ

て
や
」
と
励
ま
し
の
声
や
、

　

新
春
宣
伝
は
、
１
月
４
日

の
大
阪
労
連
（
天
王
寺
東

口
）、
北
河
内
地
区
協
（
枚

方
市
駅
）、
豊
能
地
区
協

（
阪
急
蛍
池
駅
）、
東
部
地

区
協
（
河
内
永
和
駅
）、
５

日
に
は
、
河
南
地
区
協
（
松

原
駅
と
金
剛
駅
）、
堺
労
連

（
堺
東
駅
）
な
ど
各
地
で
行

わ
れ
、「
コ
ロ
ナ
禍
だ
か
ら

こ
そ
春
闘
で
声
を
上
げ
よ

う
！
政
治
を
変
え
、
暮
ら
し

24時間体制での対応
　昼夜問わず電話は鳴りっぱなし

大阪府関係職員
労働組合副委員長

植村 亜由さん

コ
ロ
ナ
に
負
け
ず
２
０
２
１
春
闘
に
勝
利
し
よ
う
！

丑
年
の
み
な
さ
ん
に
聞
き
ま
し
た

　私は配送を担当しており、配送担当
の先輩方には出産や育児で休職される
方がおられます。復職を希望される方
も多いですが、保育所の受け入れが少
ないため、復職できにくいのが現状で
す。保育所は配送現場にはありません。
　そんな現場の方の目線に立ち、働き
つづけたい、社会進出したいと思う女
性の意見を汲み取り、時短勤務や半休
などのシステムはもちろんそれを取得
しやすい環境をつくっていけるよう頑
張りたいです。

生協労連　おおさか
パルコープ労働組合

惠阪 郁花さん

　私は、入職１年目で環境事務所
の廃棄物対策課で働いています。
４月から業務内容を覚えつつ、ウ
イルスに感染しないように自己管
理の徹底をしてきました。その中
で市民の皆さんから『いつもあり
がとう』と声をかけて頂けると、こ
の職場で働けて嬉しく思います。
　職場の人に限らず、同期の仲間
と切磋琢磨しながら、たくさんの
人に必要とされる立派な職員に成
長していきたいです。

　私は、清掃技能員をしてい
ます。清掃技能員の仕事を始
めて４年目になります。担当
している仕事はゴミの収集な
ど、主に家庭で廃棄したもの
を回収することです。
　そんな私の抱負は、後輩の
育成や市民の方々のために環
境の良い街にすることや、市
民の方々とコミュニケーショ
ンを取り、ゴミに関すること
を深めてもらうことです。 大阪自治労連 岸和田市職員労働組合

烏野 勝貴さん 西山 純平さん

　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
も
、「
賃
上
げ
で
生
活
を
守

れ
！
」、「
改
憲
よ
り
コ
ロ
ナ
対
策
を
！
」
な
ど
、
２

０
２
１
春
闘
勝
利
に
向
け
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が

産
別
や
地
域
と
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

コロナ禍で保健所の現状は

　

コ
ロ
ナ
禍
で
の
保
健
所
の
現
状
と
府
職
労
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
、
保
健
師
で
も
あ
る
大
阪
府
関

係
職
員
労
働
組
合
副
委
員
長
の
植
村
亜
由
さ
ん
に

語
っ
て
頂
き
ま
し
た
。

を
守
ろ
う
！
」
と
訴
え
ま
し

た
。

　

引
き
続
き
、「
コ
ロ
ナ
に

負
け
ず
、
２
０
２
１
春
闘
勝

利
」
に
向
け
て
頑
張
り
ま
し

ょ
う
。

若
者
が
立
ち
止
ま
っ
て
署
名

す
る
姿
も
あ
り
ま
し
た
。

政
治
を
変
え
、生
活
守
ろ
う


